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広瀬、朝倉地区周辺は、市内でも有数の古墳群地帯であり、古代東国の歴史を解明する  

ためにも重要な地域であります。   

しかし、近年、前橋市でも、人口の増加、核家族化の波が進むにつれて、住宅の不足が  

社会問題となっています。   

そこで、前橋市市民分譲住宅建設事業に先立ち、遺跡の発掘調査を実施する運びとなり   

ました。   

本分譲住宅建設予定地は、昭和57年度に発掘調査の行われた「後閑団地遺跡」の北東約  

45mに位置しています。そこでは、古墳時代から平安時代にかけての住居址等の遺構を調  

査することができました。そのことから、本調査地は、「後閑団地遺跡」の成果を踏まえて、  

発掘調査を実施してまいりました。   

その結果、古墳時代の竪穴住居址をはじめ、井戸や溝状遺構等が検出され、貴重な資料   

を得ることができました。   

この調査を実施するにあたり、ご協力いただきました関係者のみなさん、ならびに直接  

調査に携わってくださった作業員のみなさんに厚くお礼申し上げます。  

昭和59年3月31日  

前橋市教育委員会  

教育長 金 井 博 之  

例  

1本報告書は、前橋市市民分譲住宅建設に伴い、発掘調査した坊山道跡（58G2）の調査概要である0  

2 調査主体は、前橋市教育委員会である。  

3 発掘調査の要項  

調査期間 昭和58年9月21日～昭和58年10月31日  

調査場所  前橋市広瀬町一丁目1－9  

調査担当者 布施和男 江部和彦 福田瑞穂  

調査面積 1504．91ぜ  

4 本書の編集・執筆は担当者の協議により福田瑞穂が担当した。遺物の実測、製図、及び写真撮影等は、調査担当   

者及び、主に湯浅たま江、湯浅道子、江部美鈴が分担して行った0  

5 本発掘調査における出土遣物は、一括して前橋市教育委員会で整理・保管している0  

6 地質の鑑定は、群馬大学教授新井房夫氏にお願いした0  

7 発掘調査に参加した方々は、次の通りである0記して感謝する次第である0（順不同）   

関根辰雄、木島茂雄、出澤トン子、遠藤キメ江、後藤照子、関根さち子、川和ウメ子、石川タカヨ、湯浅たま江、  

湯浅道子   
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Ⅰ 遺跡の位置と環境   

坊山遺跡は、前橋市広瀬町一丁目1－19にある。当所は、前橋台地の広瀬川右岸、市街地より南東へ約2  

血、八幡山古墳より南方150m、前橋市立朝倉小学校より東方紛500mのところに所在する。前橋台地は、周知  

のように、火山泥流堆積物と、それを被覆する火山灰質シルト粘土から成り立つ洪積台地で、東側は、広瀬  

川の低地帯と直線的な崖をなし、西側は、藤川、瑞気川が流れている。標高は、90m50皿内外である。   

前橋台地利根川左岸の水系をみると、主な河川として、広瀬川、端気川、桃木川、藤川があげられる。な  

お、台地を商流する藤川、端気川などの小河川沿いには、浅い浸食谷もみられる。   

次に、周辺の遺跡について考えてみると、昭和10年に実施された群馬県一斉古墳調査では、「旧上川淵村」  

において、113基の古墳が確認されている。広瀬川右岸の低い崖の上には、市街地から東善にかけて、帯状に  

連なる古墳群が存在し、市内でも有数の古墳群地帯であった。全国でも数が少ないといわれている前方後方  

墳の「八幡山古墳」は、その大きさは、全国一といわれている。その「八幡山古墳」をはじめ、現存してい  

る古墳は、「後閑天神山古墳」、「亀塚山古墳」、「金冠塚古墳」、「文珠山古墳」などである。   

また、坊山遺跡近辺でも、上川渕公民館建設や住宅建設にともなう発揮調査が進められており、「後閑団地  

遺跡」や「後閑ⅠⅠ遺跡」、「中大門遺跡」からは、古墳時代から平安時代の住居址や水田址が発掘調査されて  

いる。   

昭和57年度に、前橋市が行った「後閑団地遺跡」は、「坊山遺跡」から西方向に約45mと、極めて近い距離  

にある。その遺跡からは、古墳時代の竪穴住居が5軒、奈良、平安時代の竪穴住居が12軒確認されている。  

また、7世紀後半から8世紀後半にかけての右横塞が一基検出され、その他には、溝状遺構10、井戸跡1な  

どが報告されている。  
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ⅠⅠ発掘調査の概要   

1調査に至る経過  

昭和57年7月15日付で前橋市都市再開発課より、広瀬町市民分譲住宅用地の表面調査についての依頼がく  

る。7月16日に表面調査を実施した結果、本調査地は古墳時代から奈良、平安時代の遺跡地である可能性が  

極めて高いことがわかった。そのため7月22日に都市再開発課と協議をもち、8月8日に確認調査を行った0  

調査地区に対して、東西方向に9m間隔に幅1mのトレンチ4本を設定し試掘を行った0その結果、一番北側  

のトレンチに竪穴住居と井戸跡を確認することができた0そこで、前橋市都市再開発課から9月16目付で委  

託を受け、発掘調査を実施することになった。  

′ン：＼  

■′ト  

骨／／－ノ  

2 調査の方法  

発掘調査は、まず大小のゴミのかたずけから始まった。  

次に、調査区全体に入れたトレンチにより南側半分には遺  

構が確認されなかったので、北側半分について行うことに  

した。調査区は、FA混じりの黄褐色土層の面まで、バッ  

クフォーにより掘り下げ、全面にわたり剥ぎとった。調査  

にあたっては、一辺が4mのグリットを基本単位として、東た‾二  

西をA・B・C…・南北を1・2・3…・と呼称した。遺構  

調査は、プラン確認、セクションベルトの設定、メッシュ  

及び平板測量による実測、写真撮影等の順序で行った。  
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3 地  層  

第3図 調査区域  

本道跡地の標準層位は、以下のようになる。遺構及び遺物の関連から  

して、土師器、須恵器を使用する、竪穴住居の確認面は、ⅡⅠ層上面で  

あった。  

Ⅰ層 盛土  

ⅠⅠ層 暗黒褐色土層。天仁元（1108）年降下とされる浅間B軽石を含む  

砂質土層。  

ⅠⅠⅠ層 暗黄褐色土層。6世紀前半の榛名ニッ岳の噴火による降灰（FA）  

を主体とする層。  

ⅠⅤ層 暗黒褐色土層。4世紀中頃、浅間山噴火により降下した軽石（C  

軽石）を少量含む層。厚さは20cm～30cm程度。  

Ⅴ層 暗黄褐色土層。ⅠⅤ層の漸移層。  

ⅤⅠ層 黄褐色土層。ロームを主体とする層で、極めて固くしまっている。  

厚さは20cm～30cm前後。所々に鉄分の凝縮した赤茶褐色土を含む。  
第4図 土層柱状図   
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1層［褐色土］客土。砂質。わずかに軽石を含む。固く締っている。  

2層［暗褐色土］砂質oFPICP（¢1mD～3Ⅶ皿）3％含む。ブロック状のFA（郎cm前後）がまだらに混入。やや粘性あり。締っている。  

3層［黒褐色土］砂質。FP（¢1皿m）1％含む。締っている。やや粘性あり。  

4層［褐色土］砂質oFP（¢1mm～2mm）、ブロック状のFA（¢2cm）、黒色土ブロック（¢2cm）がまだらに入っている。締り、粘性あり。  

5層［淡黄褐色土］砂質oFP（¢2m皿）2％含む0やや粘性あり。締りあり。褐色土中に、FAブロックがまだらに入っている。  

5a層［淡黄褐色土］砂質。FP（¢1mm）2％含む。5層よりもFAの混入が少ない。  

6層［黄褐色土］FAの二次堆積層。やや柔かく、やや粘性あり。  

6a層［褐色土］6層に褐色土が混入β  

7層〔暗褐色土〕砂質o FP（¢1nm）4％含む。ブロック状のFA（4S4cm）がまだらに混入。  

第5図1号住居址遺構平面図  
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 1号住居址全景   1号住居址掘万全景   



1層 〔暗褐色土〕褐色土とFAの混土層。砂  

質。やや粘性あり。締っている。  

2層〔暗褐色土〕砂質。黒灰色ブロック（¢3  

cm）、FAブロック、FP含む。やや粘  

性あり締っている。  

3層〔褐色土〕砂質。FA及び黒灰色土ブロッ  

ク含む。やや粘性あり。締っている。  

4層 〔黄褐色土〕 ローム。  

5層 〔暗褐色土〕砂質。FA と灰の混土層。  

FPl％含む。固く締っており、粘性あ  

り。  

6層〔黒褐色土〕褐色土と灰の混土層。FP、  

CPl％含む。非常に固く締っている。  

7層 〔黒褐色土〕黒灰、焼土、FAの浪士層。  

FP、CPl％含む。固く締っている。  

8層 〔褐色土〕軽石1％含む。粘性あり。固  

く締っている。  

9層 〔褐色土〕砂質。柔かく、ふわふわして  

いる。  

10層〔黒褐色土〕褐色土と黒灰の浪士層。FP  

l％含む。  

A ■  

0  2m  

第6図 1号住居址掘方平面図  

唯一発見された住居址は、両壁を試掘のときのトレンチにより床面すれすれまで削り取られ、また西壁の  

中央部は、撹乱により床面をぬいて掘り込んであった0そのため住居のプランは、床面の追跡によって認定  

することにした。平面形で、約5．8mX4．7mを測る不正長方形を呈する。主軸方向は、N－46005′一Eを示す0  

住居の掘り込みは、当時の地表面（土層柱状図第ⅠⅤ層）とみられる地点から23cmぐらいである0床面は、全  

体に平坦で凸凹は少なく、5cm内外のレベル差でおさまる0硬質な床面は、住居中央部が頗著である0貼床  

は、住居の全面にわたっており、その厚さは、10cm～20cmである0掘り方は、カマド、中央部を残して周辺  

部が低く掘られている。   

貯蔵穴は、カマドの右脇にあるが、南側を井戸により掘り込まれているので、正確な形はみることができ  

ない。しかし、推定すると、平面形は、径約55cm、深さ約30cmの円形プランを呈すると思われる0  

柱穴は、4本検出できた。その規模は、表1のとおりである。   

遺物は、土師器片150点、須恵器片2点、石製品1点を検出した。  

また、住居址内の遺物の分布には、顕著な特徴は認められなかった。  

土師器は、その大部分が賓や杯であり、須恵器は、杯であった。い  

わば一個体と思われる賓や杯が破片で散乱していると考えられる。  

カマドからは、つぶれたかたちで、小形聾が一個体分、また、左袖  

からは、長胴賓が出土した。  

カ マド   

ヵマドの主軸方向は、N－46005′－Eで住居址のそれと同じである0  

表1柱穴等の寸法  

No．  平面形  長 径  短 径  探 さ   

P■  楕円形 （主柱穴）  38   33   27   

P2  円 形 （主柱穴）  47   42   32   

P3  円 形 （主柱穴）  47   46   26   

P4  円 形 （主柱穴）  48   44   33   

P6  （貯蔵穴）  実測不能  56   30   

（単位 cm）   

－ 5 【  
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〔黄褐色土〕砂質0極めて粒子は細かい。CPl％含む0粘性あり。9層〔暗黄褐色土）粒子が細かく、固く締っている。  

〔暗褐色土〕砂質。微塵の焼土粒含む。  
〔暗黄褐色土〕粒子が細かく粘性が強い。固く締っている。  

〔褐色土〕砂質。2層と3層の浪士層。自責褐色土が混入固く締っ   

ている。  

川層〔黒褐色土〕焼土、黒灰、黄褐色土の浪士層。粘性あり。  

11層〔褐色土〕軽石1％（¢1m皿未満）含む。固く締っている。  

a層 〔黒灰層〕締っている。  

b層〔明褐色土〕砂質。粒子は細かい。若干の自責褐色土と黒灰が混入。  

5層〔白黄褐色土〕粒子が細かく粘性が強い。固く締っている。  

6層 〔焼土層）  

6a層〔赤黄褐色土〕焼土と黄褐色土の混土層。固く締っている。  

7層 〔黒灰層〕  

8層 〔褐色土〕砂質。多並のB含む。  

C層〔焼土層〕やや粘性の強い自費褐色土が混入。  

d層 〔自費褐色土〕粘性が強い。若干の焼土、黒灰  

ブロックが混入。  
0  1m  

第7図1号住居址カマド平面図及び遺物分布図  

次に、カマドの構造についてふれてみたい0このカマドは、両袖がかなり良好に残存している。しかし、  

煙道部は、その形状が明らかでない0両袖の長さ約55cm、右袖の最大幅約35cm、左袖の最大幅約40cmである。  

外形の幅約100cm、長さ約55cm、焚口の幅約50cm、奥行約40cm、掘り方から天井部の外面までの高さ約30cmを  

測る。  

燃焼部から煙道部へかけては、ほぼ平らで、煙道部で28cmの深さとなる。袖部は高さ、21cm～26cm程残存  

している。袖の断面を見ると、左袖の内部には、石及び長胴聾を、奥には、石（川原石）を芯として使って  

いる0また、右袖にも石を使った可能性がある。要するに袖は、石と賓を核にしてFAを使用して作られて  

いる。  

1号住居址カマド遺物出土状態  1号住居址カマド  

一 6 －   
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▲土師聾  

△土師 その′他  

○須恵杯、椀顆   

第8図 1号住居址遺物分布図  
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第9図 1号住居址出土遺物実測図  
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表2 1号住居 出土遺物観察表  

番号  器 種  法 量帥  技  法  等（外面）  技法等（内面）  胎   土   色 調・焼 成・その他   

1  蜜  口径 22．0  口綾部 横ナデ   ロ縁部 横ナデ  小礫・砂粒含有  色調 明褐灰色5YR7／2  

胴部  縦方向へラ削り   胴部  ナデ  焼成 良好、 90％残存   

2   璽  口径 22．8  口緑部 横ナデ   ロ縁部、胴部 ナ  小礫・砂粒含有  色調 淡樺色5YR8／3  

胴部  縦方向ヘラ削り   デ、輪積痕残る  焼成 良好、 50％残存   

3  賓  口径19．4  口綾部 横ナデ   

胴部  縦方向ヘラ削り   胴部  ナデ  含有   内面 にぷい橙色7．5YR6／4  

器面  やや荒れている  焼成 良好、口綾部残存   

4  棄  口径16．2  口緑部 横ナデ   口緑部 ナデ  小礫・砂粒含有  色調 にぷい橙色5YR7／4  

胴部  不定方向へラ削り  胴部  ナデ  焼成 良好、□縁部残存   

5   賓  底径約5．0  胴部  不定方向ヘラ削り  胴部、底部 ナデ  小礫・砂粒白色  色調 にぷい橙色5YR6／4  

底部  不定方向ヘラ削り  輪積痕、ヘラ痕残  内面灰褐色5YR5／2  

る   焼成良好、底部残存   

口綾部 横ナデ  小礫・砂粒白色  色調 明赤褐色2．5YR5／8  

底径 4．5  頸部  2へ′3本の沈線  胴部  ナデ  粒子含有   内面 胴部上中半 暗赤灰色2．5Y  

器高 21．1  胴部  斜下方向へラ削り  底部  ナデ  R3／1  

底部  葉脈痕残る  焼成 良好、ほぼ完形   

7  杯  口径13．1  口綾部 横ナデ、口縁部と底  口緑部 横ナデ  小礫・砂粒含有  色調 淡橙色5YR8／4  

器高 4．4  部の境に沈線と稜を持つ   底部  ナデ  底部 明灰褐色5YR7／2  

底部 不定方向へラ削り  焼成 良好  完形   

口径12．0  口緑部 横ナデ、口緑部と底  口綾部 横ナデ  小礫・砂粒白色  色調 にぷい橙色5YR7／4  

器高 3．7  部の境に沈線と稜を持つ  底部  ナデ  粒子含有   焼成 良好  70％残存   

底部ヘラ削り  

9  杯  口径12．8  口縁部 横ナデ 稜を持つ  口綾部 横ナデ  小礫・白色粒子  色調 にぷい橙色5YR6／4  

器高 5．0  底部 不定方向ヘラ削り   底部  横ナデ  含有   焼成 良好  70％残存   

10  杯  口径11．8  口縁部 横ナデ 沈線あり口  口綾部 横ナデ  小礫・砂粒白色  色調 にぷい橙色5YR7／4  

（推定）  縁部と底部の境に沈線と稜を  底部  ナデ  粒子含有   底部 若干黒ずむ  

器高 4．3  持つ  焼成 良好  40％残存   

底部ヘラ削り  

色調 橙色5YR7／8  

底部 黒色  

焼成 良好  20％残存   

口縁部 横ナデ  小礫・白色粒子  色調 橙色5YR6／6  

（推定）  底部  横ナデ  含有   焼成 良好  20％残存   

器高3．8   

13  杯  口径11．8  口綾部 横ナデ 2本の沈線  □線郡 横ナデ  小礫・白色粒子  色調 にぶい橙色5YR7／4  

（推定）  を持つ 口緑部と底部の境に  底部  ナデ   含有   内面 橙色2．5YR7／8  

稜あり  焼成 良好  20％残存   

底部へラ削り  
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1号住居址出土遺物  

2 土  壌  

三 ≡丁≡      3号土壌   
＿ご－－‡－  

・預  
仁一  L＝帥．珊爪  

㊥  
2号土壌  

㊥  
4号土壌   5号土壌   

㊥  
L＝90．60m   ‾  

E－  A L＝90・50m  

け  2m  

1層 〔褐色土〕 砂質。FAが混入。締ってしゝる。  
1a層〔褐色土〕砂質8FA及びA軽石の海士層。締っている。  
2層 〔暗褐色土〕砂質。軽石（CP、FP）、FAブロック（¢1cm）含む。やや粘性あり。締っている。  

2a層〔暗褐色土〕砂質。FAブロック（≠1cm）含む。やや粘性あり。締っている。  

第11図1号～5号土壌平面図   

表3 土壌一覧表  

名称  平面化  長 径  短 径   深 さ  名称  平面化  長 径  短 径   深 さ   

90   30   D－4  楕円形   108   93   24   

D－2  円  形   115   30   D－5  楕円形   108   78   23   

D－3    長方形   180   116   35  

（単位 c爪）  
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3 溝状遺構  

一号溝は、N－100O－W方向を走り、確認面において溝上幅約40～50cm、深さ約20～30cmの規模である0覆  

土は、上部が砂質を主体とする暗褐色土層で、中央がFAを主体とする黄褐色土層、下部はFAブロック  

を含んだ褐色砂質土層である。   

溝の中の遺物としては、土師器片2点である。  

第12図 溝出土遺物実測図  

表4 溝・出土遺物観察表  

器  種  土  師  器・杯   

法  量   口径11．8cm、器高 3，3cm   

外  口綾部 横ナデ、底部 ヘラ削り  
技法  
内  口綾部 横ナデ、底部 ナデ   

胎  土   小礫、白色粒子、ガラス質粒子含有   

備  考   色調 橙色（5YR7／6）、焼成良好   

1層 〔暗褐色土〕砂質。軽石（CP）1％含む。  

2層 〔明黄褐色土〕FA層。固く締っている。  

3層 〔褐色土〕FAブロック（¢5cm）含む。粒子は  

細かい。締っている。やや粘性あり。  

第13図 溝平面図及び断面図  
L＝90．40m  

4井戸  

一三∴f－－  且㊥  

B L＝90．60m  旦  ＿  

2号井戸  

1層 〔暗褐色土）若干のB軽石含む。やや固く締りあり。  

2層 〔黒褐色土〕B軽石含む。  

3層 〔黒色土〕多量のB軽石含む。  

4層 〔黒褐色土〕やや砂質、黄褐色土ブロック含む。  

1号井戸  

之m  

3号井戸   
第14図 井戸平面及び断面図  
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井戸は、3基検出されている。いずれも住居のそばに位置する。3基とも、調査中にかなりの湧水が認め  

られた。出土遺物はない。  

1号井戸  

1号住居を切っている状態で確認された。素掘りの井戸で、確認面における平面形は、115cmxl13cmの円  

形を呈し、以下85cmまで緩やかにすぼまり、そこで一端平らな面を作り、そこからまた楕円形を呈し、深さ  

105cmで底面に至る0掘り方は、礫層まで掘り込まれていて、調査時にも湧水が認められた。  

2号井戸  

1号住居の西側4mに位置する0平面形は、125cmXl13cmの楕円形を呈し、以下底面まで緩やかにすぼまっ  

ていた0素掘りの井戸である。深さ132cmを測り、底面は、55cmX48cmの楕円形を呈し平坦であった。調査時  

にも湧水があり、湧水面は、底面から約50cmのところを保っていた。覆土は、3層に分けられるが、どの層  

も粘性が弱く、また、直径0・5mmから1m皿のB軽石を含む○遺物の出土は認められなかった。しかし、第3層  

でも底面近くには、大量の礫を含んでいた。投石によるものと思われる。  

3号井戸  

1号住居の南東3・5mに位置する0素掘りの井戸で平面形は、240cmx211cmの楕円形を呈し、以下85cmまで  

ロート状にすぼまり、更に、深さ240cmの底面まで円筒状に掘り込まれていた。底面は、93cmx42cmの楕円形  

で平坦であった0調査時にも豊富な湧水が認められ、底面から155cmのところに湧水点があった。出土遺物は  

ないが、湧水点以下には人頭大の河原石40個を確認した0投石によるものと思われるが、井戸底部をみると、  

下部は、意図的に石を敷きつめたとも思われる。  

Ⅳ ま   と   め   

本調査対象地区は、住宅が立ち並んでいた跡地である。今回の発掘調査により、古墳時代の遺構、遺物を  

有する遺跡であることが分かり、前章までに述べたような成果を得た。  
註2   

註1  本道跡地に隣接する地域の調査は、「後閑団地遺跡」、「後閑ⅠⅠ遺跡」があり、いずれの調査においても古墳  

時代の竪穴住居を数軒確認している。しかし、古墳時代後期の住居は、未確認である。   

1 住居址について   

住居址は、一軒検出され、出土した土師器から鬼高ⅠⅠⅠ式に位置づけられる。住居址の特徴を列記すると、  

不整長方形プラン、4本柱穴、川原石及び長襲を構築材としたカマド、カマドの右に付設する貯蔵穴があげ  

られる0この中で、川原石のカマド構築材使用例は、後閑ⅠⅠ遺跡でもみられた。しかし、後閑ⅠⅠ遺跡の住居  

は、奈良時代から平安時代にかけての住居であることから、同時期のものではない。また、後閑団地遺跡で  

は、そのような使用例は確認されていない0次に、川原石の供給先であるが、当地は、広瀬川右岸上の前橋  

註3 台地であるからして、広瀬川付近と考えられる。また、鬼高ⅠⅠⅠ式前後の住居の類例は、「西大室遺跡群」の第  

註4 1工区D区（北山地区）、「桧峯遺跡」があげられる。  

2 溝状遺構について  

本遺跡地は、「後閑団地遺跡」と、となり合わせになっている0だから、その関係も踏まえて、一号漸こつ  

いて解釈してみる必要がある。  

一号溝は、NqlOOO－Wに走り、確認面での溝上幅40～50cm、溝下幅20cm前後、今回の調査区域内で、長さ  
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8．5m検出された。FAは、自然埋没が完了しない時期に降下し、底部より10cmの高さに堆積していた。また、  

溝底部には、砂や礫などを含む層は認められなかった。後閑団地遺跡の満との関係は、FAの堆積状況と走  

行方向の様子からみて、W－1と称されている溝につながると考えられる。今回の調査では、明確な時代決  

定を下すことはできないが、FA降下以前ということは確かである。  

3 土壌について  

各土壌については、埋土に、砂質の褐色土を含んでいるという共通点はあるものの、今回の調査では、遺  

物の出土もみられず、時代決定及び使用目的を考えるまでには至らなかった。  

4 井戸について   

3基とも、埋土中にB軽石を含む。1号井戸については、住居を切っていることと、覆土の状態からみて  

住居が埋まった後に掘られたと思われる。また、覆土中にFAを含まない。時期については、出土遺物を伴  

なわないので、FA降下以後からB軽石降下以前としか考えられない。これと覆土状況が似た井戸は、後閑  

団地遺跡の1号井戸である。   

本道跡地における遺構の順序性については、最初に溝ができ、次に住居が作られ、その後に井戸が掘られ  

たと考えられる。   

住居は、一軒しか確認されなかったが、おそらく、本道跡地の北側に集落は存在したと思われる。そして  

隣接する「後閑団地遺跡」から、本遺跡地の住居と同時期のものが出ていないということが、時代に伴なう  

集落の区域を想起させる。  

註1「後閑団地遺跡」（昭和57年度、前橋市教育委貞会）  

註2 「後閑ⅠⅠ遺跡」（昭和58年度、前橋市教育委員会）  

註3 「富田遺跡群、西大童遺跡群」（昭和56年度、前橋市教育委員会）  

註4 「桧峯遺跡」（昭和56年度、前橋市教育委員会、佐田建設株式会社）  
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